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Yell ～絆を深めてKeep Smile～ 

 小学校生活最後のイベントが目白押しの6年生。今回は校長先生が、最後の授業

をしてくださいました。 
 

「人はいつかは死んでしまい、別れにつらくなることもあるよ。」 

「だから、今できることを考えよう。それは人を『笑顔』にできることなんだよ。」 

 ランチルームいっぱいに、校長先生自ら書いた谷川俊太郎の「生きる」を前に、最後

の授業をしました。 
 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 「今から、その姿を見に商店街に行こう！」

「え？商店街？」 

思わぬ展開に驚きの子ども達。向かった先

は、黒崎商店街。そこで見たものは？ 

「あっ！」 

なんと以前作っていた「絆」プロジェクトの

旗です。 

「みんなは、こうして多くの人を『笑顔』に

しているんだよ。さあ記念写真を撮ろう！」 

最後に、とても心に響く授業をしてください

ました。 
 

 今日、校長先生の話を聞いて、生きているってことは当たり前じゃないんだなと思いました。 

商店街に行けたことも、生きているんだなあと思って、これから一秒一秒を当たり前と思わず、

大切にしていきたいなと思いました。 

 今日の学習で、今まで「生きる」ということを考えたことがなかったので、今日の授業で考え

ることができてよかったです。最後に校長先生と授業をすることができて楽しかったです。 

 今日ですべての授業が終わりました。今までたくさんのことを教えてくれた先生方には「感謝」

しかないと思いました。だから、先生方の予想をはるかにこえる卒業式にしようと思います。 

 今日、校長先生の授業を受けてみて、生きるということはいろいろなことができること。みん

が生まれてきたときから死ぬのはすべての人に定められた運命で、つらいことがあっても生き続

け、頑張ることなんだと思いました。 
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Yell ～絆を深めてKeep Smile～ 

 今、生きているということは、人とふれあい、接しその中で出会い、感情が生まれるのだと思

います。なぜなら「人」と触れ合うことから、今の自分たちがいると思ったからです。その命を

最後まで全うしたいと思いました。 

 今日、外に出てなぜか不思議な感じでした。「生きている」という実感と、生きるということ

について学ぶことができました。 

 生きることの大切さについて知ることができました。そして、商店街の中に、私たちが作っ

た絆の旗が掲げられていたのを見て、絆を大切にして生きたい、と改めて思いました。 

 私にとって、生きるということは「人と関わる」ということです。家族や友達、先生…いろい

ろな人と関わって、遊んだり話したりしている時が、生きていてとても楽しいな、生きている

なと感じるからです。 

 今日の学習で、改めて生きるということについて考えることができました。これからも、人

とのつながりを大切にしていきたいです。 

 今日は「生きる」ということについて授業をしてくださりありがとうございました。「生きる」

ことの大切さ「今」がある奇跡、だれにもある「死」という運命、たくさんのことを学ぶことが

できました。 

 自分が今ここにいるのはたくさんの奇跡があったからなんだなと思いました。自分がいただ

いた、たくさんの奇跡に感謝し、恩返しをして、これからも前向きに明るい、楽しい人生を生

きていこうと思いました。ありがとうございました。 

 ぼくは、今まで人が生きていることは普通と思っていたけれど、人が生まれたり生きていた

りすることはとてもすごいことなんだということに気が付きました。 

 これから、つらいときがたくさんあると思うけれど、それでも生きることをあきらめず命を

大切にしていきたいです。 

 今日の校長先生の授業では、生きる大切さについて、校長先生の体験から、より深めること

ができました。つらいことがあっても、生きるということを死ぬまでやっていくと、達成した

いです。やりきります。 

 貴重な時間をいただき、黒崎の町を歩いていると、人がぬくもりでいっぱいに見えました。

赤ちゃんをかわいいと思えること、先生や友達と笑いあえること、そのすべてを「生きる」とい

うことなのだと思いました。 



 

5-1 5-2 5-3 6-1 6-2 6-3
1 算 社 国 学 学 学 1

2 総 引継ぎ式 総 引継ぎ式 総 引継ぎ式 総 引継ぎ式 総 引継ぎ式 総 引継ぎ式 2

3 総 引継ぎ式 総 引継ぎ式 総 引継ぎ式 総 引継ぎ式 総 引継ぎ式 総 引継ぎ式 3

4 社 国 算 学 学 学 4

5 国 算 社 総 奉仕活動 総 奉仕活動 総 奉仕活動 5

6 総 総 総 総 総 総 6

1 理 国 社 学 学 学 1

2 国 算 理 行 修了式 行 修了式 行 修了式 2

3 社 理 算 学 学 学 3

4 算 社 国 学 学 学 4
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1 算 国 理 1

2 理 社 国 2

3 社 理 算 3

4 国 算 社 4

5 総 総 総 5

6 学 学 学 6

1 算 理 外 1

2 理 外 国 2

3 国 算 理 3

4 外 国 算 4

5 総 総 総 5

6 総 総 総 6
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会場準備

第14回　卒業証書授与式

１８
木

１８
木

１９
金

１９
金

５年生が持ってくる物：名札・上靴・マスク入れ・借りた本・図書バッグ・リコーダー

６年生が持ってくる物：体操服・帽子・リコーダー・名札・上靴・マスク入れ・保健の教科書


